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農産物検査法（抜粋）

（昭和二十六年四月十日法律第百四十四号）

最終改正：平成一八年六月二一日法律第九〇号

（目的）

第一条 この法律は、農産物検査の制度を設けるとともに、その適正かつ確実な

実施を確保するための措置を講ずることにより、農産物の公正かつ円滑な取引

とその品質の改善とを助長し、あわせて農家経済の発展と農産物消費の合理化

とに寄与することを目的とする。

（定義）

第二条 この法律において「農産物検査」とは、品位等検査及び成分検査をいう。

２ この法律において「農産物」とは、米穀、麦（小麦、大麦及びはだか麦をい

う。以下同じ。）その他政令で定める農産物（農産物を原料又は材料として製

造し、又は加工したもので政令で定めるものを含む。）をいう。

３ この法律において「品位等検査」とは、第十七条第一項第一号に掲げる検査

の区分に係る登録検査機関が、農林水産省令で定めるところにより、第十一条

第一項の農産物検査規格に基づいて行う同号に掲げる検査をいう。

４ この法律において「成分検査」とは、第十七条第一項第二号に掲げる検査の

区分に係る登録検査機関が、農林水産省令で定めるところにより、第十一条第

一項の農産物検査規格に基づいて行う同号に掲げる検査をいう。

５ この法律において「登録検査機関」とは、第十七条第二項の規定により農林

水産大臣の登録を受けた法人をいう。

（米穀の生産者に係る品位等検査）

第三条 米穀の生産者は、その生産した米穀について品位等検査を受けることが

できる。

（米穀の輸入者に係る品位等検査）
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第四条 米穀の輸入を業として行う者（以下「輸入業者」という。）は、その輸

入した米穀について品位等検査を受けることができる。

（米穀の売買取引業者等に係る品位等検査） 略

（麦の生産者に係る品位等検査） 略

（成分検査）

第十条 農産物のうち政令で定めるものの生産者、輸入業者又は売買取引業者等

は、その所有し、又は占有する当該農産物について成分検査を受けることがで

きる。

（農産物検査規格）

第十一条 農林水産大臣は、農産物の種類及び銘柄ごとに、その量目、荷造り及

び包装並びに品位及び成分についての規格（以下この条及び第三十三条第一項

において「農産物検査規格」という。）を定める。

２ 農林水産大臣は、農産物検査規格を設定し、変更し、又は廃止しようとする

ときは、その施行期日を定め、その期日の三十日前までにこれを公示しなけれ

ばならない。ただし、災害その他やむを得ない理由により農林水産大臣が必要

があると認めるときは、公示の日から施行期日までの期間を短縮することがで

きる。

３ 農林水産大臣は、農産物検査規格を設定し、変更し、又は廃止しようとする

ときは、農産物の検査等に関し学識経験を有する者及び関係者の意見を聴くも

のとする。

（受検者の立会い） 略

（検査証明） 略

（生産者に係る品位等検査を行う者の特定等）

第十四条 第三条、第六条及び第九条の品位等検査であつて、農産物の生産者か

らの請求により行うものについては、当該生産者の住所地又は検査を受けよう

とする農産物の生産地を農産物検査を行う区域に含む登録検査機関以外の登録

検査機関は行うことができない。
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２ 登録検査機関は、第五条第一項（第八条において準用する場合を含む。）、

第九条及び次条第二項の品位等検査であつて、農産物の売買取引業者等からの

請求により行うものについては、農林水産省令で定める場合を除き、銘柄につ

いての検査を行うことができない。

（検査の失効） 略

（不正受検に対する処置） 略

（登録検査機関の登録） 略

（農産物検査の義務等） 略

（報告の徴収）

第三十条 農林水産大臣は、この法律の施行に必要な限度において、農産物の生

産者、輸入業者、売買取引業者等又は倉庫業者に対し、その業務の状況に関し

報告をさせることができる。

２ 農林水産大臣は、第二十条第三項に定めるもののほか、この法律の施行に必

要な限度において、登録検査機関に対し、農産物検査の業務又は経理の状況に

関し報告をさせることができる。

（調査）

第三十一条 農林水産大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員

に、農産物の生産者、輸入業者、売買取引業者等若しくは倉庫業者のほ場、事

務所、販売所、事業所、倉庫若しくは工場に立ち入り、農産物若しくは帳簿、

書類その他の物件を調査させ、又は関係者に質問させることができる。

２ 農林水産大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、登録

検査機関の事務所若しくは事業所に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿、書類

その他の物件を調査させ、又は関係者に質問させることができる。 （以下略）

（聴聞の特例） 略

（農林水産大臣に対する申出）

第三十三条 何人も、第十三条第一項の規定による表示が付され、又は同項の検

査証明書が交付された農産物が当該表示又は検査証明書の記載に係る農産物検



4

査規格に該当しないと認めるときは、農林水産省令で定める手続に従い、その

旨を農林水産大臣に申し出て適切な措置をとるべきことを求めることができる。

２ 農林水産大臣は、前項に規定する申出があつたときは、必要な調査を行い、

その申出の内容が事実であると認めるときは、第二十三条に規定する措置その

他の適切な措置をとらなければならない。

（政府が輸入する麦等に係る農産物検査） 略

（農林水産大臣による農産物検査の業務の実施）

第三十五条 農林水産大臣は、登録検査機関が天災その他の事由により農産物検

査の業務の全部又は一部を実施することが困難となつた場合において必要があ

ると認めるときは、当該農産物検査の業務の全部又は一部を自ら行うことがで

きる。

２ 農林水産大臣は、前項の規定により農産物検査の業務を行い、又は同項の規

定により行つている農産物検査の業務を行わないこととするときは、あらかじ

め、その旨を公示しなければならない。

３ 農林水産大臣が第一項の規定により農産物検査の業務を行うこととした場

合における農産物検査の業務の引継ぎその他の必要な事項は、農林水産省令で

定める。

４ 第一項の農産物検査の結果については、第三十三条第一項の規定による申出

を行うことができる。 （以下略）

（手数料）

第三十六条 前条第一項の規定により農林水産大臣の行う農産物検査を受けよ

うとする者は、実費を勘案して政令で定める額の手数料を納付しなければなら

ない。

（罰則）

第三十七条 次の各号のいずれかに該当する者は、一年以下の懲役又は百万円以

下の罰金に処する。

一 第十三条第二項又は第三項の規定に違反した者
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二 第十五条第二項の規定に違反した者

三 第十六条の規定による処分を拒み、妨げ、又は忌避した者

第三十八条 第二十四条第二項の規定による業務の停止の命令に違反したとき

は、その違反行為をした登録検査機関の役員又は職員は、一年以下の懲役又は

百万円以下の罰金に処する。

第三十九条 次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以下の罰金に処する。

一 第二十六条の規定に違反した者

二 第三十条第一項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をした者

三 第三十一条第一項の規定による調査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は同

項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者

第四十条 次の各号のいずれかに掲げる違反があつた場合においては、その行為

をした登録検査機関の役員又は職員は、五十万円以下の罰金に処する。

一 第十七条第七項又は第八項の規定による届出をせず、又は虚偽の届出をした

とき。

二 第二十五条の規定による帳簿の記載をせず、虚偽の記載をし、又は帳簿を保

存しなかつたとき。

三 第三十条第二項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をしたとき。

四 第三十一条第二項の規定による調査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は同

項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をしたとき。

第四十一条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者

が、その法人又は人の業務に関して、第三十七条又は第三十九条の違反行為を

したときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても各本条の罰金刑

を科する。

付則 略


